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平成１７年度     平成１７年度～１９年度 主な取り組み 

 山上地域と共に町づくり協議会モデル事業に取り組む。 

平成１８年度          

むらづくり協議会発足総会（3/28）、妙見山遊歩道整備作業、100 キロマラソン、陶芸教室、ライブイン阿毘縁、

盆踊り大会、パソコン教室、スポレク祭、文化祭、子供との交流事業、介護教室、阿毘縁学園跡地活用検討委

員会、生活改善センター環境整備、新春むらづくり懇談会、阿毘縁の歴史保存 

平成１９年度 

 むらづくり定期総会（3/7）、緊急災害発生時の組織図配布、阿毘縁学園保存作品展示作業、100 キロマラソン、 

町営バス社会実験説明会、ライブイン阿毘縁、盆踊り大会、校区スポレク祭、そば道場、妙見山遊歩道延長、 

視察研修旅行、文化祭、安心安全な暮らしをする為の講演会、子供との交流事業、新春カラオケ唄祭り 

   むらづくりの将来について思うこと  丸山 喜弘 

私共の住む、阿毘縁のむらづくり協議会が誕生するまでの経緯は行政に

よる市町村合併促進法により実施されたものが多く、阿毘縁の場合、阿毘

縁５ヶ村が合併し「阿毘縁村」に、大宮村と合併し「高宮村」に、奥日野

旧７ヶ村が合併し「日南町」が誕生、それに伴い住民の自治組織もジゲか

ら部落･自治会・まちづくり協議会へと改組されてきた。自治の原点とも

云われるジゲは、組・班と改名されてきたが、これが自治の原点であるこ

とは何時の時代でも変わらないと思う。 

 過疎少子高齢化が進み、自治の限界集落としてその先駆けとして歩む事

となり、阿毘縁連合自治会時代から阿毘縁校区は１自治会で自治の強化推

進を提唱してきたが、むらづくり協議会１自治会が実現し充実した組織運

営がなされることを望むものであります。 

 

 私は、会長就任時から将来に文化行事として継続実施して頂きたいこと

に、盆行事・文化祭・神社を統合して盛大な祭りを実施、地区民の交流と

絆を更に深めていくこと。観光では、四季彩・解脱寺・御墓山・船通山と

豊かな自然を生かした観光振興。産業振興では私共の先哲達が鉄山・因伯

牛・畳表・米・木炭とその時代としては他地区には見られない産業振興の

歴史があります。これに負けない振興策が必要だと考えられます。米はこの地方でも上質米、トマト、

葱は関西でも有名なブランドであり、高冷地の夏季野菜等特産振興の目玉は多いが、その生産の担い手

が不足し農業法人等を設立し地区民が挙って対応する必要があろうかと思います。畜産では和牛の里山

放牧による低コスト生産。林業では高冷地で良質材の産出、比較的広葉樹林が多く椎茸等施設経費を要

しない茸の栽培等特産振興により当地区の経済振興を計る必要があると考えられますが、何れにしても

小規模地区であり共同生産・共同出荷体制が必要となり、地域内調整等問題点も多いが知恵を出し合っ

て立地条件を活かした振興を計られることを望むものであります。 

 最近の地方自治の状況は消滅する市町村に日南町がリストに上り衝撃を受けています。これも人口減

少によるもので、特に若年女性が５０％以上減少すると出生率が上昇しても人口維持は困難とされてお

り、また新たな自治に対する課題が加わろうとしていますが、新体制で安心安全のむらづくりに向け総

力を挙げて頑張りましょう。 

  高原だより１００号記念企画 第１弾 

阿毘縁むらづくり協議会歴代会長さんに阿毘縁の将来について語って

頂きました。第１弾は初代会長の丸山喜弘さんです。 



 

  

 

 

 

 

 

盆踊り練習会 

日時：７月２０日（日） 

７月２７日（日） 

   両日共に午後７：３０～ 

場所：阿毘縁会館 

※２７日は小花火大会を行います。 

アップルハウスの名物ツバメ 

 アップルハウス網戸上部の巣から６羽のツバメが飛び立ちました。 

６羽生まれるというのは、非常に珍しいことだとか・・・ 

日に日にツバメの声が大きくなり賑やかでしたが、６月初旬に飛び 

立つと餌をねだる声が聞こえなくなり少々寂しくなりました。 

 ところが・・・飛び立った数日後に巣を見ると次の準備なのか・・ 

巣の増築工事が・・・６羽には狭かったようです。 

数日後、よく見ると親ツバメが交互に卵を温めている様子。 

次は何羽生まれるでしょうか・・？  

ツバメの誕生数を予想してみて下さい！ 

山帰来通信 

 バラ香るローズガーデンパーティーを 6月14

日（土）と 15 日（日）に開催しました。おかげ

さまで天候にも恵まれ、来園者数も千名を越え大

盛況の 2 日間でした。松江や米子、安来、遠く

は岡山や出雲、広島等いろいろな所から来られ楽

しい交流の場となりました。 

 元気でいたなら又来年もがんばりたいと思い

ます。本当にありがとうございました。  雅 

廃食油を使った、環境にやさしい石けんを作っ

てみませんか？ 

【日時】 7 月 15 日（火）９：００～ 

【場所】 まなび宿あびれ家庭科室 

★申込不要★ 

【持ち物】エプロン、ゴム手袋、牛乳パック 

     廃食油（ある方） 

 

作業のできる服装でお越しください。 

牛乳・ジュース等紙パック、廃食油がありましたら

御持参くださいますようお願いします。 

主催：阿毘縁むらづくり協議会 生活環境部 

協 議 会 活 動 記 録 

《５月》 

   ２８日：町ウォーキング大会コース担当者会 

   ２９日：第３回役員会 

《６月》 

    ３日：町ウォーキング大会実行委員会 

   １０日：山陰中央新報取材 

   １６日：産業観光部部会 

   １９日：歩け歩けツアー相談（合同部会） 

   ２５日：総務部部会 

   ２６日：人権役員研修会 

       第４回役員会 

 

こ れ か ら の 予 定 

《７月》 

   １日：町ウォーキング大会実行委員会 

   ６日：自衛消防団合同訓練（ゆきんこ村） 

     ：天文台遊歩道整備 

  １５日：廃食油石けんづくり 

  １９日：歩け歩けツアー 

２０日：盆踊り練習会 

２７日：盆踊り練習会（小花火大会） 


